
閣副第 29 7号

民＼

平成26年 5月20日

r~~哲内
__.,l¥ 

2ミ大｛訳~ 

殿なほみ宮人事院総裁

証Jt
日イ音安内閣総理大臣

採用試験の対象官職及び種類並び、に採用試験により確保すべ

き人材に関する政令について

標記政令を別紙のように制定したいので、国家公務員法等の一部

を改正する法律（平成26年法律第22号）附則第2条の規定に基づき

貴院の見解を伺います。



政
令
第

ロ可

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

、
第
二
項
各
号
並
び
に
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
）

第
一
条

国
家
公
務
員
法
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
法
第
三

十
六
条
に
規
定
す
る
係
員
の
官
職
（
次
項
に
お
い
て

「
係
員
の
官
職
」

と
い
う
。
）

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

専
門
的
な
知
識
又
は
技
能
に
基
づ
い
て
行
う
玉
業
所
有
権
に
関
す
る
審
査
の
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る

官
職専

門
的
な
知
識
又
は
技
能
に
基
づ
い
て
行
う
海
事
に
関
す
る
試
験
又
は
検
査
の
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す

る
官
職

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
に
お
け
る

印
刷
又
は
造
幣
に
関
す
る
業
務
の
運
営
又
は
管
理
の
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職



2 

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
係
員
の
官
職
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
、
皇
居
及
び
御
所
の
警
備
そ
の
他
の
皇
宮
警
察
の
分
野
に
係
る
専
門

的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

懲
役
、
禁
銅
又
は
拘
留
の
刑
の
執
行
の
た
め
拘
置
さ
れ
る
者
等
の
収
容
及
び
刑
事
施
設
（
こ
れ
に
附
置
さ
れ
た
労
役
場

及
び
監
置
場
を
含
む
。
）

に
お
け
る
被
収
容
者
等
の
処
遇
並
び
に
刑
事
施
設
の
警
備
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必

要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

入
園
、

上
陸
及
び
在
留
に
関
す
る
違
反
事
件
の
調
査
並
び
に
収
容
令
書
及
び
退
去
強
制
令
書
の
執
行
を
受
け
る
者
の
収
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容
、
護
送
及
び
送
還
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

四

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

イ

少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
少
年
の
資
質
の
鑑
別
及
び
刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑
者
の
資
質
の
調
査
に
関
す
る
分
野

日

少
年
院
に
お
け
る
被
収
容
者
の
矯
正
教
育
、
少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
少
年
の
観
護
並
び
に
刑
事
施
設
に
お
け
る
受
刑

~1 

者
の
改
善
指
導
及
び
教
科
指
導
に
関
す
る
分
野

｝＼ 

保
護
観
察
、

生
活
環
境
の
調
整
そ
の
他
犯
罪
を
し
た
者
及
び
非
行
の
あ
る
少
年
の
更
生
保
護
並
び
に
犯
罪
の

調
査
、



予
防
に
関
す
る
分
野

五

外
交
領
事
事
務
（
こ
れ
と
直
接
関
連
す
る
業
務
を
含
む
。
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

地
域

の
分
野
に
係
る
特
定
の
園
、

又
は
業
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
及
び
特
定
の
外
国
語
の
能
力
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と

す
る
官
職

----'-
/'¥ 

財
務
局
並
び
に
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
け
る
国
の
予
算
の
執
行
に
関
す
る
実
地
監
査
、

固
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分
並

び
に
金
融
機
関
の
検
査
そ
の
他
の
監
督
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容

と
す
る
官
職

今コ

七

内
国
税
の
賦
課
及
び
徴
収
、
酒
類
業
の
発
達
並
び
に
税
理
士
業
務
の
運
営
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す

る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

八

販
売
の
用
に
供
し
、

又
は
営
業
上
使
用
す
る
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項

、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
に
規
定
す
る
食
品
、
添
加
物
、
器
具
若
し
く
は
容
器
包
装
又
は
同
法
第
六
十
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
お
も
ち
ゃ
の
輸
入
に
際
し
て
検
疫
所
に
お
い
て
行
う
検
査
及
び
指
導
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識

を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職



九

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）

そ
の

他
の
労
働
条
件
、
産
業
安
全
、
労
働
衛
生
及
び
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
法
令
に
基
づ
い
て
行
う
検
査
そ
の
他
の
監
督
の

分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

航
空
交
通
管
制
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

十十

航
空
保
安
大
学
校
に
お
い
て
航
空
保
安
業
務
の
分
野
（
航
空
交
通
管
制
の
分
野
を
除
く
。
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
業
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職

務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職
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十

気
象
大
学
校
に
お
い
て
気
象
業
務
の
分
野
に
係
る
業
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の

専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

十

海
上
保
安
大
学
校
に
お
い
て
海
上
保
安
業
務
の
分
野
に
係
る
業
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す

る
た
め
の
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

十
四

海
上
保
安
学
校
に
お
い
て
－
上
保
安
業
務
の
分
野
に
係
る
業
務
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る

た
め
の
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職



3 

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
標
準
的
な
官
職
が

係
長
若
し
く
は
課
長
補
佐
で
あ
る
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
官
職
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め

る
官
職
の
う
ち
、

民
間
企
業
に
お
け
る
実
務
の
経
験
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
経
験
を
通
じ
て
効
率
的
か
つ
機
動
的
な
業
務
遂

行
の
手
法
そ
の
他
の
知
識
又
は
技
能
を
体
得
し
て
い
る
者
を
採
用
し
て
そ
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
政
運
営
の

活
性
化
そ
の
他
公
務
の
能
率
的
運
営
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
と
す
る
。

4 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
内
閣
官
房
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
任
命
権
者
（
法
第
五

十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
及
び
法
律
で
別
に
定
め
ら
れ
た
任
命
権
者
を
い
う
。
次
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
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）
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

（
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
）

第
二
条

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
（
以
下
「
知
識
等
」

と
い
う
。

）
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
と
す
る
。

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

に
基
づ
く
大
学
院
の
修
士
課
程
若
し
く
は
同
法
に
基
づ
く
専
門
職

大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度
の
知
識
等
を
有
す
る
者
（
以
下
「
院
卒
程
度
の
者
」

と
い
う



。
、、，〆

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

る
者
（
以
下
「
大
卒
程
度
の
者
」

と
い
う
。
）

を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度
の
知
識
等
を
有
す

2 

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
と
す
る
。

大
卒
程
度
の
者

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度
の
知
識
等
を
有
す
る
者
（
以
下
「
高
卒

程
度
の
者
」

と
い
う
。
）
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3 

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
行
政
分
野
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

前
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
七
号
に
規
定
す
る
分
野

イ
大
卒
程
度
の
者

ロ

高
卒
程
度
の
者

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者



前
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
規
定
す
る
分
野

大
卒
程
度
の
者

前
条
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
分
野

高
卒
程
度
の
者

4 

法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
条
第
三

項
の
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
の
う
ち
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
も
の
と
す

る。

院
卒
程
度
の
者

大
卒
程
度
の
者
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院
卒
程
度
の
者
又
は
大
卒
程
度
の
者

5 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
内
閣
官
房
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
任
命
権
者
と
協
議
す

る
も
の
と
す
る
。

（
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
）

第
三
条

採
用
試
験
（
法
第
三
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
採
用
試
験
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

に
お
い
て
は
、

国
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
高
い
気
概
、
使
命
感
及
び
倫
理
感
を
持
っ
て
、
多
様
な
知
識
及
び
経
験
に
基
づ
く



と
と
も
に
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
行
政
課
題
に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、
国
民
の
信
頼
に
足
る
民
主
的
か
つ
能
率
的
な
行

政
の
総
合
的
な
推
進
を
担
う
職
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
技
能
、
能
力
並
び
に
資
質
を
有
す
る
者
を
確
保
す
る
も

の
と
し
、

か
つ
、

別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
競
争
試
験
で
あ
っ
て
、

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
ご
と
に
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用

試
験
に
お
い
て
は
、

当
該
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
試
験
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
者
を
確
保
す
る
も
の

と
す
る
。

（
人
事
院
へ
の
意
見
聴
取
）

第
四
条

第
一
条
第
三
項
、
第
二
条
第
四
項
及
び
別
表
の
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
に
係
る
経
験
者
採
用
試
験
の
項
下
欄
の
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内
閣
官
房
令
は
、
人
事
院
の
音
ω

見
を
聴
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

日
リ
円ロハ

こ
の
政
令
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
二
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
六
年
五
月
三
十
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

総
合
職
試
験
一
院
卒
程
度

人
文
科
学
、
社
会
科
学
又
は
自
然
科
学
の
い
ず
れ
か
の
分
野
に
お
け
る
特
定
の
専
門
領
域



の
者

大
卒
程
度

の
者

に
関
す
る
知
識
又
は
技
術
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
お
け
る
知
識
を
備
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
に
係
る
応
用
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

困
難
な
課
題
を
解
決
で
き
る
論
理
的
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
総
合
的
か
っ

高
度
な
能
力
並
び
に
適
切
か
つ
効
果
的
に
説
明
及
び
討
議
を
行
う
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
基
盤
と
な
る
基
礎
的
な
外
国
語
の
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

四

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
の
専
門
領
域
に
関
す

る
知
識
又
は
技
術
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
お
け
る
知
識
並
び
に
前
三
号
に
規
定
す
る
能
力
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き

知
識
、
能
力
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

人
文
科
学
、
社
会
科
学
若
し
く
は
自
然
科
学
の
い
ず
れ
か
の
分
野
に
お
け
る
特
定
の
専
門

領
域
に
関
す
る
知
識
若
し
く
は
技
術
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
お
け
る
知
識
又
は
幅
広
い
教
養

を
備
え
て
い
る
こ
と
。
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一
般
職
試
局負

の 大
者 －京T」

程
度

一 一 五 四 一 一一 一 一一 一 一 一
る 知 び る 力
知 採 課 関 人 識 前 知 採 日リ 又 困
5設 用 題 す 文

、
各 目IJ 識 用 一 は 難一

又 後 を る 科 ム目h5 τ仁ヨユ 一 若 後 下仁コ玉 適 な一
lま の 角卒 知 －正主f主‘ 力 下仁ゴ子 し の 切 課
技’研 決 識

、
等 f易 く 研 掲 七、 題

術 修 で 又 社 を vf 規 lま イ多 げ つ を
及 又 き ｝ま

h、 ｛蒲 る
定す
技 又 る 効 解ヨミ

び は る 技 手ヰ え も 術 は 事 果 決
そ 耳議 ミ画b師． 体j ~ 込'-4 て の る 及 職 項 的 で
の 務 理 及 又 い の 能 び 務 の き
関 経 自ヲ び lま る ほ 力 そ 経 基 説 る
連 験 な そ 自

、ヲー カミ の の j験 盤 明 三目企岡注
」ー

領 を J田EヱA、 の 然 と
、
向 関 を と 及 理

域 通 考 関 手ヰ
。
採 一七 連 通 な び 的

じ 力 連 ナ~ 用 iiミ 領 じ る 討 な
お て

、
領 の 試 見 域 て 基 議 J田E之A、

け 第 判、域 しユ ！験 込 第 礎 を 考
る 一 断 ず の ま お 一 自ヲ 行 力
知 下にコヨ 力 お れ 種 れ け 子仁ミ3f な つ

、

識 及 け 台、 類 る る 外 i百ぬ壮日 半日
並 規 び る の の 、ヲ’ 知 規 国 力 断L-

び 定 表 知 分 ノゴ＼二 と 識 定 三ロ五口 を 力
す 現 識 野 て

。
又 す の 備

、

日目 る 力 を を lま る 正日当5’七 え 表
干仁玉:I 特 を 備 お 通 同 特 力 て 現
定 i蒔 え け じ 下仁コ子 定 を い 力

規 の え て る て の 備 る そ
t疋iー参 専 て しミ 特 備 規 専 え

、ヲ’ の」ー

す P可 い る 定 え 定 F可 て と 他
る 領 る 、ア’ の て す 領 い

。
r1：~ に一

一三両岡心、 域
、ヲ，．
と 専 しミ る 域 る Fロ~ 

」ー

理 と
。
Fう る 教 、ヲ’ 的」ー

的 関
。

合頁 J、ミ 養 関 と な
な す 域 き 並 す

。
台巨

-10同



採 三白五

用 宮
試 護
験 衛
官

の 大 の 高
者 午 者 一京I 

程 程
度 度

一 」一 一 一 四一 一一 A 、ーーー・ 一
知 iiミ 三西岡＆ 台巨 J田己A、 知 d田C..i、

状 社 五哉 目IJ で 理 採 力 考 白 言議 日リ 考
況

J合』 、 一 き 自ヲ 用 を 力 扶
、 一 力一3三三 一 一

経 L目＇lペ3 下仁三::t る な 後 備 及 科 4目＇54ち 可仁ゴ 、

応 済 力 ム目h5 
J田C.i、 の え び ~ 力 判

じ 1育 等 掲 力 考 研 て 表 の 等 掲 断
て 勢 を げ の 力 修 しミ 現 分 を t-f 力
課 ｛蒔 る 向 及 又 る 力 野 イ蔚 る 及
題 関 え も 上 び は

、F
並 え も びl_  

を す て の カミ 表 職 と び お て の 表
解 る しミ の 見 現 務

。
しす しミ の 現

決 知 る ほ 込 力 経 基 る る ほ 力
で 識

、，， 七、 ま 並 験 礎 特
、ァ・・ 七、 の」ー l_  

き を と
、
れ び を 的 定 と

、
向

る 備
。
採 る 通 な の

。
採 上

三~岡． え 用
、，，
基 じ 課 専 用 tiミι一

理 て 試 と 礎 て 題 F~ 試 見
自ヲ しミ 験

。
自ヲ 目リ を 領 ！験 込

な る の な 可仁ゴ 正 域 の ま
J田C..i、

、ア’
種 課 確 種 れ」ー

考 と 類 題 規 七、 関 類 る
力
。

の を 定 つ す の 、ヲ’
」ー

、
ノヰ＼二 正 す 迅 る 全 と

半日 て 確 る 速 基 て
。

断 を 七、 技 礎 を
力 通 つ 術 処 的 通
及 じ 迅 又 理 な じ
び て 速 は す 技 て
表 ｛蒲 同 る 体j 備
現 え 処 可仁コ 、ア’

又 え」ー

力 て 理 と lま て
を しミ す 規 カt 三日間合、 しミ

｛庸 る る 定 で 理 る
え ベL

、ヲ，．
す き 的 ペil_  

て き と る る な き

-1 1 -



高
卒
程
度

の
者

い
る
こ
と
。

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
第
一
号
に
規
定
す
る
知
識
並
び
に
前
号
に
規
定

す
る
論
理
的
な
思
考
力
、
判
断
力
及
び
表
現
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

四

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の
状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職
務
を
遂
行
す

る
上
で
求
め
ら
れ
る
体
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き

知
識
、
能
力
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

採
用
後
の
研
修
又
は
職
務
経
験
を
通
じ
て
前
号
に
規
定
す
る
論
理
的
な
思
考
力
及
び
表
現

力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
の
状
況
に
あ
る
こ
と
及
び
職
務
を
遂
行
す

る
上
で
求
め
ら
れ
る
体
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き

ー12-



採 入 試 刑
用 国 験 務
試 右E京三子 官
験 ｛庸 採
'"§ ムー， 用

の I司仁I の ？司主「
者 牛 者 卒
程 程
度 度

一 一 ヘー 四 一 一一 一 一 一一 一 一 一
る 力 知 る 力 知
上 職 の 採 三肩岡ふ 言議 日lj 上 職 の 採 三西b岡． 識
で 務 向 用 理

、 一 で 務 向 用 理
、

一一
求 を 上 後 的 台E 下仁ミ1f 求 を 上 後 的 正目当h5 

め 適 tf~ の な 力 め 適 カミ の な 力
l::J 切 見 研 J田~＇＼ 等 掲 ら 切 見 研 J田己」、 等
れ 込 修 考 を vJ れ 込 修 考 を
る 遂 ま 又 力 ｛蔚 る る 遂 1 ま 又 力 ｛蔚
体 行 れ lま 及 え も 体 行 れ lま 及 え

力 す る I裁 び て の 力 す る I議 び て
を る 、ヲ’ 務 表 しユ の 又 る 、ヲ’ 務 表 しミ」ー 」ー

｛庸
、F
と 経 現 る ほ lま

、F
と 経 現 るι一 」ー

え と
。
験 力 、フ’ 台、 武 と

。
！験 力

、F

ι－－ 
」ー

て ？ミミ を を と
、
道 カ3 を を と

しユ で 通 ｛庸
。
採 の で 通 備

。

る き じ え 用 技 き じ え
、ヲ，．
る て て 試 術 る て てl_ー

と 身 目lj しユ 験 を 身 前 しミ
。
体 可仁1 る の ｛蒲 体 号る
の 、ア’

種 え の
、ヲ’

」ー 」ー

状 規 と 類 て 状 規 と
況 定

。
の しミ 況 t疋-L.+ 。

す ノ.：：：±＼.二 る す
あ る て

、ず
あ る」ー

る 三日間ふ を と る 三日f冊』

、デ
理 通

。 、ヲ，．
理l_  」ー

と 的 じ と 的
及 な て 及 な
び d田~＇＼ ｛蒲 び J回~、
職 考 え 職 考
務 力 て 務 力
を 及 しユ を 及
遂 び る 遂 び
行 表 べ 行 表
す 現 き す 現

-13 -



外 験 職 法
務 員 務
省 採 省
専 用 専
門 試 門

大 の 大
－一人~人-一． 者 卒
程 程
度 度

五 四 一 一 四一 一 一一 一
知 と 事 す え 知

外 識 目Jj カT 務 第 る 採 課 て 矯 識 日Jj

3と
、
各 で を 壬西1岡h‘ 用 題 しミ 正

、 一一 一一
領 ム目h5 下仁コ王 き そ 条 理 後 を る 処 i目＇5ペ 干仁王::) 

事 力 る の 第 的 の 解
-.,,. 
遇 力」ー

事 等 掲 身 職 一 な 研 決 と 又 等 掲一
務 を ~j 体 務 項 J田己，、 修 で

。
lま を ~j 

備 る の の 第 考 又 き 保 ｛庸 る
関 え も 状 主 四 力 は る 護 え も
す て の 1兄 た 下Eゴミf

、
I議 三匝岡ふ 観 て の

る しミ の る イ 判 務 理 窓/.J、 しミ の
分 る ほ あ 内 又 断 経 的 の る ほ
野
、，，
台、 る 容 lま 力 験 な 分

、ヲF t.Jl 」ー 」ー
と

、 、デ
と ロ 及 を d田Ci、 里子 と

、
」ー

お
。
採 と す び 通 考

。
採

け 用
。
る 掲 表 じ 力 お 用

る 三式 F討.....，’ vf 現 て
、

け 古式
社 験 職 る 力 第 判 る 験
J』、 の 分 のZ三三 一 断 Jし、 の
経 種 あ 野 向 可仁コ 力 理 種
済 類 つ 上 及 止4 類
情 の て f系 カミ 規 び

、
ーの

勢 ノ_:::f¥..二 は る 見 定 表 教 ~二.... 

て
、
専 込 す 現 ョ円ミ て

関 を 職 門 ま る 力 ρf }.L, を
す 通 務 的 れ 知 を 又 通
る じ を な る 識 イ庸 lま じ
知 て 適 知

、F
並 え 社 て」ー

識 （蒲 切 識 と び て ,6』 ｛庸ヱミ

並 え を
。

しヨ "* え

び て 遂 必 日リ る の て
しミ 行 要 干仁1ヨ 、ア’

知 しミ」ー
国 る す と と 識 る
際 ペL る す 規

。
を のミ

法 き 、ヲ’ る 定 ｛蒲 き」ー

-14 -



採 員オ 験 職
用 務 貝

試 専 採
験 F~ 用
官 試

の 大 の
者 ーホI 者

程
度

_L.  

五 四 一 一一 /'¥ 一一 一
え 知 え 表 す 現 規
て 日オ 識 目Jj 職 て 第 現 る 採 力 特
しミ 政

、
各 Tマ~ い 一 力 特 用 を 定 関

る 又 ．目4~ ヴ仁ゴ を る 可仁ゴ の 定 後 ｛蒲 の す
、ヲ’ lま 力 適

、アa・
の 向 の の え 外 るl- 」ー

と 金 等 十局 切 と 特 上 外 研 て 国 知。
融 を vf 

。
t疋よ一歩 カミ 国 修 い 三口五口 識

備 る 遂 の 見 三日五口 又 る の 及
関 え も f，丁－・ j 外 込 の lま 、ヲ’ ム目h5 びl-

す て の す 国 ま ム目←E： 職 と 力
、デ

」ー

る (;) の る 三開五口 れ 力 務
。
並 れ

分 る ほ
、ヲ’

以 る 並 経 び」ー

野
｝，－ 
か と 外

、デ

び 験 関」． 」ー

と
、
iiミ の と を 青果 連

お
。
採 で 外

。
課 通 題 す

け 用 き 国 題 じ を る
る 試 る コ員コ：，口，， を て 解 知
知 験 身 の 解 第 決 5議
識 の 体 ムfJ~ 決 一 で を
及 種 の 力 で 下仁ゴ王 き 備
び 類 状 を き る え

そ の ？兄 必 る 規 論 て
の ~ 二 要 る再開念、 定 理 い
関 て あ 理 す 的 る
連 を る 応 的 る な

、ず

」ー

分 通
、ず

じ な 知 思 と」ー

野 じ と て J回己A、 識 考
。

て
。

習 考 並 力
お ｛蒲 得 力 び

、

け え す
、

判
る て る 判 日リ 断
知 しミ 二｝~立乙l 断 干l=Iヨ 力
5哉 る 欲 力 及
を ♂＇（ を 及 規 び
｛席 き 備 び t疋-'-> 表

-15 -



採 国
用 税
試 専
験 門
官

の 大
者 －一外~

程
度

五 四 一 一 四 一 一一 一 一一 一 一 一
知 す 、ヲ’ 知 す」ー

目議 目u I議 る 採 課 と 税 識 目u る 採 課
、
各 務 三両E冊』 用 題

。
務

、 一 三日b間． 用 題一一
ム目h5 下仁玉::) を 理 後 を ム目E!-; 下仁コ王 理 ‘後 を
力 適 自句 の 解 関 力 的 の 解
等 掲 切 な 研 決 す 等 掲 な 研 決
を しず d田b、 修 で る を げ d田b、 修 で
備 る 遂 考 又 き 分 ｛蒲 る 考 又 き
え も 行 力 lま る 野 え も 力 fま る
て の す

、
I裁 三員企同』 て の

、
職 三再b開‘ 

しユ の る 判 務 理 お い の 判 務 理
る ほ 、ヲ’ 断 経 的 け る ほ 断 経 的」一、ヲ，．
七、 と 力 験 な る 、ヲ’ ？主 力 験 な」－－ 」ー

と
、
？ミミ 及 を J田！！.＇、 知 と

、
及 を J田！！.＇、

。
採 で び 通 考 識

。
採 び 通 考

用 き 表 じ 力 及 用 表 じ 力
試 る 現 て

、
び 三式 現 て

、

験 身 力 第 半日 そ 験 力 第 判
の， 体 の 一 断 の の の 一 断
種 の 向 可仁ゴ 力 関 種 向 干仁コヨ 力
委員 状 上 及 連 類 上 及
の 況 カミ 規 び 分 の カT 規 び
ノ.＝！¥.. 二 見 定 表 野 全 見 定 表
て あ 込 す 現 て 込 す 現
を る ま る 力 お を ま る 力
通
、デ
れ 知 を け 通 れ 知 を」ー

じ と る i議 備 る じ る 識 備
て
。j 、ヲ’

並 え 知 て 、ア’ 並 え」ー 」ー

｛蒲 と び て 識 ｛蔚 と び て
え

。
しミ を え

。
しミ

て 目u る ｛蒔 て 目lj る
しミ 干仁ゴ王 、ヲ，． え い 下仁子ゴ 、ヲ’

」ー L_  

る と て る と
ペL 規

。
しミ Jミi 規

。

き 定 る き r疋よー，

国 16-



験 視 食 用 税
員 口口口 試 務
採 f章1 験 I歳
用 生 員
試 監 採

の 大 の ？可E「

者 卒 者 卒
程 程
度 度

一 一 四 一 一一 一 一 一一 一 一 一
す しミ 知 込 力 と
る 採 課 る 食 j議 前職 ま 並 採 カミ 三西岡ム

さ両1冊h‘ 用 題
、ヲ，．

口口口
、 一 務 れ び 用 で 理一l_  一

理 後 を と 衛 エ目込←~ 可仁コ を る 後 き 的
的 の 解

。
生 力 適

、ヲF
基 の る な」ー

な 研 決 等 掲 切 と 礎 研 4目'l~4セ J田Ci、

思 修 で 関 を げ
。
的 修 力 考

考 ：又 き す ｛庸 る 遂 な 又 を 力
力 lま る る え も 行 課 は 備 及、
耳議 三面色岡 分 て の す 題 耳議 え び

判 務 理 野 しミ の る を 務 て 表
断 経 的 る ほ ｝ヲ’ 正 経 しミ 現」ー

力 験 な お
、ア’ 七百 と 確 験 る 力」ー

及 を J田c..~ け と
、
カ3 台、 を

、F
並l_  

び 通 考 る
。
採 で つ 通 と び

表 じ 力 知 用 き 迅 じ
。

現 て
、

五議 試 る 速 て 基
力 第 半リ 及 験 身 目rJ 礎
の 一 断 び の 体 処 干E玉::) 的
向、 下仁コヨ 力 そ 種 の 理 な
上 及 の 類 状 す 規 課
カミ 規 び 関 の 況 る 定 題
見 定 表 連 j戸二、 、ヲ，．

す をl_  

込 す 現 分 て あ と る 正
ま る 力 野 を る カ3 三民間ム 確
れ 知 を 通

...,... 
で 理 台、」ー

る 識 ｛席 お じ と き 的 つ
、ヲ・・
並 え け て

。
る な 迅」ー

と び て る ｛蒲 ム目h~ 
d田己d、 速。

しミ 知 え 力 考
目リ る i議 て の 力 処
下仁ヨゴ 、ア’

を しミ 向 及 理」ー

と ｛蔚 る 上 び す
規
。

え べ iiミ 表 る
t疋-L.., て き 見 現

、F
」ー

同 17-



採 航 験 督 労
用 ク二E勺 官 働
三式 F日堂三 採 基
験 告リ 用 準
官 試 工臣Eと工

の 大 の 大
者 －京T一・ 者 ーホI 

程 程
度 度

五 四 一 一 四一 一 一一 一
び を 知 す v) 知
ム目hb ｛庸 航 識 目lj 職 る 採 課 る 労 識 目IJ

力 え こゲじc 
、
各 務 三両仏岡 用 題

、F
働
、 一」ー 一一

を る 会と 4目＇5ぺ 下Eコ玉 を 理 後 を と 行 」目ミ5’t t可コ

備 と 通 力 l適 的 の 解
。
政 力

え と 主国主写 等 掲 切 な 研 決 等 掲
て も 市リ を vf J田Eこ，、 イ彦 で 関 を げ
しユ の ｛庸 る 遂 考 又 き す ｛繭 る
る
、
分 え も 行 力 は る る え も

、，，
身元 野 て の す

、
I裁 三lib.岡 分 て の」ー

と クニ乙勺 しミ の る 判 務 理 野 しミ の。
英 係 る ほ

、F
断 経 的 る ほ」ー

三日五ロ る 、ア’ 七、 と 力 験 な お
、F 七、ι－－ 1』ー

業 と
、
カミ 及 を J田C..＇、 け と

、

関 務
。
採 で び 通 考 る

。
採

す 用 き 表 じ 力 知 用
る 求 試 る 現 て

、
三議 試

知 ／め 験 身 力 第 判
及び

験
識 /:::) の 体 の 一 断 の
及 れ 種 の 向 下Eコ子 力 そ 種
び る 類 状 上 及 の 類
L目込←E： 記 の 況 カヨ 規 び 関 の
力 憶 ノ＿：：±＼..二 見 定 表 連 全
の 力 て あ 込 す 現 分 て
基 及 を る ま る 力 野 を
礎 び 通

、デ
れ 知 を 通」ー

と クニL勺 じ と る 識 ｛庸 お じ
な 間 て

。 、デ
並 え け てl_ー

る を 備 と び て る 備
英 把 え

。
しミ 知 え

三日五口 握 て 日リ る 識 て
の す い 干仁ヨ:::) 

、，，
を しミ(.__ 

知 る る と ｛蔚 る
i議 L目＇5ペ fえ 規

。
え Jミ

及 力 き 定 て き

自 18-



用 A寸ヱ4 身元
試 校 空
験 ~ 保安
生
採 大

の ？可E「
者 f¥'. 

程
度

一 四 一 一一一 一 一
び 込 口 イ 上 知 及 す
技 ま 採 で 航 j議 日lj 職 び る 採
よ目＇5ペ れ 用 数 数 基 空

、 一 マf:1刀( ムFl~ 4目＇5ペ 用一一
の る 後 ~ 三A ρ寸主主 礎 保 」目＇lペ~ 下仁ゴ玉 を 力 力 後
イ多 と の 及 及 と 安 力 適 の の の
tτ日:t と 研 び び な 業 等 掲 切 習 向 研
及 も イ彦 英 物 る 務 を Vf 4’I＞日t 上 修
び 又 三日五口 理 知 の 備 る 遂 及 カミ 又
向

、
lま の の 日哉 分 え も 行 び 見 は

上 品売 職 知 知 と 野 て の す向 込 月議
if・ 空 務 日議 識 し しミ の る 上 ま 務
見 保 経 て 係 る ほ 、ヲ’ カミ れ 経」ー

込 安 験
、
る 、ア’‘ 台、 と 見 る 験」ー

ま 業 を イ 業 と
、
iiミ 込 と を

れ 務 通 又 務
。
採 で ま と 通

る の じ lま を 用 き れ も じ
ータ’ 分 て ロ 遂 試 る る て」ー

と 里子
、

行 験 身 、ヲ’ 、 、
」一。

日リ 掲 す の 体 と 同 日lj

係 干仁ゴ玉 Vf る 種 の
。

下仁コヨ 号
る イ る 類 状
業 又 知 必 の 況 規 規
務 lま 5哉 要 ノ－＝±＼...二 定 p疋Lー’

を 口 を な て あ す す
遂 備 知 を る る る
行 f易 え 識 通

、f
身元 記L-

す if て 及 じ と クこミじエ ’憶

る る しミ び て
。

英 力
知 る 技 ｛席 三日五l=t 及

必 三哉 、ヲ’ 能 え び」ー

要 の と を て 関 ク二乙匂

な 向
。
修 しミ す 間

知 上 1:守日 る る を
識．が す ρミ 知 把
及 見 る き 目哉 握

-19 -



験 ~ ヌ正コ" 
生 象
採 大
用 '+ 
試 校

の～高
者 一京I 

程
度

四 一 一 四 一一 一 一一 一 一
知 向 も 知 て 基 知
識 目リ 職 上 j議 採 しミ 礎 ヌ~ 識 目IJ 耳議、 一 務 カミ

、
並 用 る と 象

、 一 務一 一一 一
1目4店ペ 可仁ゴ を 見 メた二" び 後

、ヲ，．
な 業 ．目ムEFペ 号 を(_ 

力 適 込 象 の と る 務 力 適
等 掲 切 ま 業 同 研

。
数 の 等 掲 切

を げ れ 務 干Eヨコ 修 戸ナ主A 分 を げ
備 る 遂 る の 又

、
野 備 る 遂

え も 行 、ヲ’ 分 規 は 物 え も 行(_  

て の す、 と 野 t疋i一歩 I議 理 係 て の す
しユ の る

。
す 務 及 る しミ の る

る ほ
、ヲF

係 る 経 び 業 る ほ
、デ

(_ (_  

｝ヲ・ 台、 と る 三再E開』 験 英 務 、ヲ’ か F と」ー 」一

と
、
カ3 業 理 を 三日五口 を と

、
カ3

。
採 で 務 的 通 の 遂

。
採 で

用 き を な じ 知 行 用 き
試 る 遂 思 て 識 す 試 る
験 身 行 考

、
並 る 験 身

の 体 す 力 自IJ び の 体
種 の る 及 下仁7ヨ 必 種 の
類 状 び 三両b岡． 要 類 状
の 況 必 表 規 理 な の 況
全 要 現 定 自ヲ 知 ~ 二
て あ な 力 す な 識 て あ
を る 知 の る d田己4、 及 を る
通

『，
五議 向 数 考 び 通

、，，
」一 ιー・

じ と 及 上 戸f主A 力 技 じ と
て
。

ぴ カミ
、

及 目巨 て
。

備 技 見 物 び を ｛庸
え ム目h5 込 理 表 修 え

て の ま 及 現 1=マ日 て
い 修 れ び 力 す しミ

る f:マ13 る 英 を る る
べ 及 と 語 備 上 ρミ

き び と の え で き

司 20-



校 海 用 =-r= 止L 海
ザ~ー~ 上 日式 校 上
生 保 験 主寸主一． 保
採 安 生 安
用 ~ 採 大

の I可<=I の 主f司主

者 －一~一． 者 午

程 程
度 度

四 一 一一 一 一一 一
上 知 る る 的 口 イ 上
で 海 言議 目lJ 上 職 業 な 採 で 海
基 上

、 一 で 務 務 J田！！..、 用 数 数 基上一一
礎 保 」目叫Eぺ 可仁ゴ 求 を を 考 後 戸fL.. 主f主A 礎 イ呆
と 安 力 め適 遂 力 の

、 、
と 安

な 業 等 掲 ~ 切 行 及 研 化 物 な 業
る 務 を げ れ す び 修 ~ 理 る 務
知 の ｛庸 る る 遂 る 表 又 及 及 知 の
識 分 え も 体 行 現 は び び 識 分
又 野 て の 力 す 必 力 I議 英 英 及 野
は い の を る 要 の 務 三日五ロ 三日五口 び
L目為←E； イ系 る ほ 備 、ヲ’

な 向 経 の の
」目入5ペ
係」ー

力力 る
、づF 七、 え と 知 上 験 知 知 るL. 

とと 業 と
、
て カ3 識 カT を 識 五議 業

し 務
。
採 しミ で 及 見 通 並 並 し 務

て を 用 る き び 込 じ び び て を、、
遂 試

、ア’
る 技 ま てに 遂ιー・ イ

イ 行 ！験 と 身 ム目hG れ
、
三再開Z』 三民間ム 行、

す の
。
体 の る 日lJ 理 理

又
すlま

口 る 種 の 修 と 下仁二王t 的 的 口 る
又 類 状 t守日 と イ な な
は 必 の 況 及 も 又 思 d田b、

掲 必
｝＼ 要 ノ.:::t"'二 び Jま 考 考 i~r 要
な て あ 向

、
ロ 力 力 なる

掲 知 を る 上 海 及 及 も 知
げ 言裁 通

、デ カミ 上 掲 び び 五議」ー の
る 及 じ と 見 保 げ 表 表 を 及
も び て 及 込 安 る 現 現 備 び
の 技 備 び ま 業 知 力 力 え 技
を L目＇！ペ3 え 耳議 れ 務 識 て 台巨
備 を て 務 る の 並 しミ を
え 修 しミ を

、ァ・・

分 び る 修」ー

て 1τ日:r る 遂 と 里子 、ア’ 1τ日t L. 

しミ す べ 行
。

三H冊!:;,.. と す
る る き す 係 理

。
る

世 21-



内 試
閣 j験
官
房
メT色3、

第
一一
ふ河Eミ二

第

四 一 一一 一一 一
知 る 込 安 下仁コ子 ｝＼ ロ イ

、ず

」ー

経 i議 目リ 上 職 ま 業 ｝＼ 採 と
験
、 一 で 務 れ 務 用 三両ム冊 数 数

。
一一

者 L目＇！’Z0 下仁玉ゴ 求 を る の 掲 後 理 :r 心A :r 必A
採 力 め 適

、ヲ，．

分 ~j の 自ヲ
、
及」ー

用 等 掲 ら 切 と 野 る 研 な 物 び
試 を げ れ

。
ヨ西f岡』 修 J回~、 理 英

験 備 る る 遂 係 理 又 考 及 三口五ロ

の え も 体 行 る 的 lま 力 び の
種 て の 力 す 業 な 職 及 英 知
類 しミ の を る 務 J田~、 務 び 三口五口 識
可戸、・
る ほ 備 、ヲ’

を 考 経 表 のιー・ 」ー

と
、ず 七、 え と 遂 力 験 現 知」一

と
、
て カ？ 行 及 を 力 識

内
。
採 しミ で す び 通

閣 用 る き る 表 じ
官 試

...,.... 
る 現 て」ー

房 験 と 身 必 力
、

ム11、 の
。
体 要 の 日lj

で 種 の な 向 千仁ゴ三f

定 類 状 知 上 イ
め の 況 識 カミ 若
る ノオ＼二 及 見 し
知 て あ び 込 く
識 を る 技 ま Jま、

通
、デ ム目h5 れ ロ」ー

ム~~ じ と の る
力 て 及 修 と 掲
等 ｛蒲 び ↑4王日子 と げ
を え 職 及 も る
｛庸 て 務 び 知
え い を 向

、
目議

て る 遂 上 海 又
しユ Jてi 行 カミ 上 lま
る き す 見 保 同

-22 -



で
定
め
る
官
一
四
項
の
内

こ
と
。

職
に
係
る
経
一
閣
官
房
令
一

前
日
可
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き
知

験
者
採
用
試
一
で
定
め
る

験備
考

識
、
能
力
等
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

者

こ
の
表
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

イ

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し
た
競
争
試
験

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し
た
競
争
試
験

総
合
職
試
験

ロ

一
般
職
試
験

｝＼ 

皇
官
護
衛
官
採
用
試
験

専
門
職
試
験
（
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的

と
し
た
競
争
試
験
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）

の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と

し
た
も
の

？〉

一一
刑
務
宮
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し
た
も

の

-23 -



ホ

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し

入
国
警
備
宮
採
用
試
験

た
も
の

ヘ
法
務
省
専
門
職
員
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的

と
し
た
も
の

ト

外
務
省
専
門
職
員
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的

と
し
た
も
の

チ

財
務
専
門
官
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し

た
も
の

リ

国
税
専
門
官
採
用
試
験

た
も
の
で
あ
っ
て
、
大
卒
程
度
の
者
が
当
該
官
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
官
職
に
係
る
標
準
職
務
遂

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し

行
能
力
及
び
同
号
に
掲
げ
る
官
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
ヌ

税
務
職
員
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
宮
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し
た
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も
の
で
あ
っ
て
、
高
卒
程
度
の
者
が
当
該
官
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
官
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行

能
力
及
び
同
号
に
掲
げ
る
官
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の

食
品
衛
生
監
視
員
採
用
試
験

jレ
と
し
た
も
の

ヲ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

と
し
た
も
の

ワ

航
空
管
制
官
採
用
試
験

た
も
の

カ

航
空
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

を
目
的
と
し
た
も
の

ヨ

気
象
大
学
校
学
生
採
用
試
験

的
と
し
た
も
の

タ

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験 専

門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
十
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
目

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
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を
目
的
と
し
た
も
の

レ

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

専
門
職
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
二
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を

目
的
と
し
た
も
の

ソ

経
験
者
採
用
試
験

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
官
職
へ
の
採
用
を
届
的
と
し
た
競
争
試
験

ツ

内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
に
係
る
経
験
者
採
用
試
験

経
験
者
採
用
試
験
の
う
ち
、
第
一
条
第
三
項
の
内
閣
官

一
房
令
で
定
め
る
官
職
へ
の
採
用
を
目
的
と
し
て
行
う
そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
試
験

こ
の
表
に
お
い
て

「
採
用
試
験
の
種
類
の
全
て
を
通
じ
て
備
え
て
い
る
べ
き
知
識
、
能
力
等
」

と
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
を
い
う
。

イ

我
が
国
の
歴
史
及
び
文
化
そ
の
他
の
人
文
科
学
、
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
知
識

口

基
礎
的
な
課
題
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
着
実
に
取
り
組
み
、

正
確
か
つ
迅
速
に
処
理
し
、

そ
の
結
果

を
踏
ま
え
た
説
明
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
基
礎
的
な
能
力

｝＼ 

公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
明
確
な
自
覚
及
び
国
際
的
か
つ
多
角
的
な
視
点

理

由

自 26-



国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り

確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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